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■
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前
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■
”
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■
〓
日
は
次
の
辿
つ
て
∴
＾

人
■

か
■
え
た
■
げ
氏
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た

―
―
に
直
―
―
弥
直

―
―
本
に
―
―
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―
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●
―
―
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市
中

―
―
直
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を
■
寺

一静
同
県
引
件
町
一
カ
南
　
現
在
は
水
‐――
の
中
に
　
丼
伊
ｔ
供
公
出
生
の
Ｉ

Ｐ
と
称
■
ら
れ
る
所
，
あ
る

〓
こ
の
案
内
枚
に
記
■
き
わ
た
ｋ
■
い
，
■
は

計
け
地
成
■
力
■
Ｐ
で
あ

「
た
　
村
価
城
Ｉ
藤
原
伽
だ
公
Ｉ
　
Ａ
の
“
■
　
藤
‐―――
共
●
公
　
世
‐――‐―
上
●
¨

ヽ

き
，

■
に
意
ま
れ
す
　
地
蔵
■
に
，
て
て
も
ら
お
う
と
　
覧
弘
Ｌ
年

ヽ
．
［

‐―
■
）

ｔ
ｌｌ
の
々
■
　
■
，
■
■

を
ひ
そ
か
に
丼

月
の
，
に
お
く
，

Ｌ
■
に
成
長
し
た
‐ｌｌ
　
村
櫛
域
へ
も
ら
い
受
け
た
　
こ
れ
が
共
保
で
　
地
成
―
か
な
つ
か
し
く
　
■
”
卜
に

帰
り
　
，
城
を
築
〓
　
４
″
ル
，
と
改
め
た
・

■
保
か
ら
―

一
代
を
紆
た
■
”
谷
城
Ｉ
■
，
Ｆ
濃
■
直
盛
は
　
桶
狭
‐―――
の
戦
い
て
性
化
し
た
の
で
　
，
は
　
旋
の
肥

後
守
直
親
が
継
い
だ
。
と
こ
ろ
が
氏
真
の
投
●
　
小
野
但
馬
守
の
議
言
に
あ
い
　
直
親
は
朝
比
奈
術
中
■
の
為
に
“
死

し
た
．

直
■
め
１
か
，
Ｆ
代
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あ
る
．
カ
ー
代
‘
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直
組
ｔ
共
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●
た
れ
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で
あ

っ
た
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町
ｔ
ｔ
助
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尽
ヵ
に
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■

々
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歳
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り
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助
に
■
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た
．
Ｉ
巧
助
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戦
い
て
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ｉｌ
死
―
　ヽ
″
歳
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で
″
馬
助
の
■
に

養
わ
れ
た

氏
彙
か
な
，
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せ
■
つ
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て
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っ
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助
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助
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叔
父

‐ツ，
“
Ｌ
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＝
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ガ
Ｆ
代
４
１１１
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と
他
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と
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．
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Ｌ
記
に
よ
つ
　
永
様
十

一
年
　
●
川
氏
没
た
の
際
　
こ
の
僧
　
株
珍
は
摯
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叫
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■
に
引
き
取
ら
れ
た
、
上
記
―
一
１、
う
．

万
■
代
は
人
正
　
■
・
月
　
■
＝
家
生
に
■
１１１
さ
れ
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追
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あ
り
　
こ
こ
に
丼
”
家
と
■
，
谷
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衆
と
の
に
従
関
係
が
成
立
し
た
．

方
千
代
は
数
々
の
戦
功
を
立
て
　
後
に
徳
川
四
人
上
の

一
人
に
数
え
ら
れ
る
に
至

っ
た
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井
，
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揮
十
境
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角
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は
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，
家
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要
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が
あ
り
、
中
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に
自
浄
院
殿
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距
寺
殿
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建
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右
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＝
寺
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幡
―――
地
蔵
寺
と
称
し
た
。
共
保
が
●
わ
れ
た
の
は
こ
の
地
蔵
■
で
あ
っ
た
．

元
中
二
年
宗
良
親
王
を
こ
こ
に
４
り
　
寺
号
を
冷
法
寺
殿
と
改
め
　
永
様
三
年
井
伊
直
盛
公
を
葬
り
　
公
の
法
名
絶
“

寺
般
に
ち
な
み
寺
号
を
ｔ
諄
，
と
改
め
た
と
い
う
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鈴
木
氏
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で
、
私
か
■
■
―――
ス
た
の
は
次
の
　
本
で
ぁ
る
。

１
　
水
●
格
家
ι
　
従
″
位
ド
鈴
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．
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―

水
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水
●
鈴
木
本
家
　
鈴
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■
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氏
所
咸
本
．
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「
山
占
―――
鈴
木
氏
系
評
」
―
―
―
――‐

，
１，
日
鈴
木
家
当
■
鈴
木
武
氏
が
、
昭
和
七
年
実
弟
仙
次
氏
に
依
頼
、
水
”
鈴
木

本
家
か
ら
ｌｌｉ
り
受
け
　
鈴
木
武
氏
か
＋
写
し
た
も
の
．
専
橋
市
鈴
木
俊
男
氏
が
、
水
戸
鈴
木
本
家
で
打
嗜
●
た
の

と
同
　
と
‘
ぇ
ら
れ
る
。
こ
の
，
本
は
、
第
　
次
世
界
人
戦
の
折
は
満
光
■
に
，
け
て
お
い
た
の
で
■
■
を
”
ｎ

た
。
山
占
ｍ
鈴
木
武
氏
所
成
。

３
　

一
山
計
口
鈴
木
氏
系
譜
寛
政
本

一―
―

寛
政
　
年
γ
，
本
　
恵
迪
　
鈴
木
餃
〓
改

「
山
吉
ｍ
鈴
木
氏
系
■

一

山
吉
口
鈴
木
武
氏
所
蔵
。
こ
れ
は
、
山
占
ｍ
の
鈴
木

一
ム
を
■
点
に
出
ご
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
■
本
の
所

在
は
計
か
で
な
い
。

右
の
　
系
語
に
■
つ
い
て

一
性
に
便
利
な
系
日
を
つ
く
り
、
記
述
を
進
め
る
こ
●
に
し
た
。

鈴
木
長
門
守
重
勝
と
そ
の
子
孫

鈴
木
氏
系
譜


